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事業所名 社会福祉法人觀寿々会　福うさぎ

日中サービス支援型共同生活援助事業報告・評価シート　【令和 7 年度分】

【報告日】 令和 8 年 5 月 22 日
【評価日】 令和 8 年 5 月 22 日

基本情報
令和８年３月３１日時点

事業者名 社会福祉法人觀寿々会 事業所名 福うさぎ

事業者所在地 名古屋市名東区朝日が丘75-5 事業所所在地 刈谷市井ヶ谷町石根１０１－１

1 日 人員配置

定員

共同生活
援助

14 人 世話人 7 人

事業開始日 令和 6 年 11 月

常勤換算 3.7 人

短期入所 5 人 生活支援員 6 人 常勤換算 2.7 人

夜間支援
従事者

8 人 常勤換算 1.3 人

運営に関する特
色、工夫、成果及

び課題等

高齢障害者の方のGHとして、介護福祉士資格取得した職員を6名配置している。（高齢施設、障害者支援施設から
職員が異動し、経験のある職員が配置されている）看護師1名配置し、薬管理や日常の健康管理、週1回、隣の入
所施設に嘱託医が来所し、健康相談等を行い、医療からのアプローチも実施している。今後課題としては、高齢障
害者の方のサービスをどのように構築していくのかである。（介護保険との兼ね合いなど）

共同生活援助利用者
令和８年３月３１日時点

障害支援区分 人数

内訳
（重複はそれ
ぞれ記入）

主な障がい種別利用者人数

非該当 0 人

身体

総数 0 人

区分１ 0 人 主に日中GHで過ごす人数 0 人

人

区分３ 4 人 主に日中GHで過ごす人数 6 人

区分２ 0 人

知的

総数 14

人

区分５ 4 人 主に日中GHで過ごす人数 0 人

区分４ 4 人

精神

総数 0

人

合計 14 人 主に日中GHで過ごす人数 0 人

区分６ 2 人

難病等

総数 0

0 人

医療的ケアの必要な者 2 人 強度行動障がいのある者 0 人

3 30代 0 20代 0 20歳未満年齢構成 60歳以上 8 50代 3 40代

その他（車椅子利用等） 3 人 具体的に記入 バルーンカテーテル利用の方　　ストーマ造設の方利用

日中活動サービスの
利用状況

（重複はそれぞれ記入）

生活介護 6 人
自立訓練

（機能訓練）
0 人

自立訓練
（生活訓練）

0 人

就労移行支援 0 人
就労継続支援

（A型）
0

尾張地方 愛知県外

6 人
岡崎
知立
高浜

市町村

人
就労継続支援

（B型）
2 人

当該年度の入所者数
（合計）※１

14 人
当該年度の退所者数

（合計）※１
0 人

※１：初めて評価を受ける場合は、「事業開始日～その年度の３月３１日」の情報を記入。
２回目以降の評価を受ける場合は、 「前回評価を受けた月の翌月～今回評価を受ける年度の３月３１日」の情報を記入。

短期入所の利用者
令和７年２月１日～令和８年３月３１日

※１

利用延べ数 745 人

うち、緊急利用者延べ数 12 人

市町村 3 名古屋 市町村 1 人4 人 0 市町村 0
豊明
日進

みよし

支給決定
市町村

刈谷市 西三河地方 東三河地方



□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

⑷ 利用者の健康管理
について、医療機関
との連携内容、医師
や看護師の訪問の
有無、頻度、日々の
健康管理の方法に
ついて。

健康管理について、年2回健康診断を実施。週1
回嘱託医と相談。常勤看護師を配置しているた
め、薬管理、健康管理を行っている。
一人月2回訪問歯科が来所し、口腔内ケアを実
施している。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

2 支援の実施・質の
確保

⑴ 日中を住居内で過ご
す利用者に対して、
個々のニーズや障
害特性に配慮した支
援に努めているか。
また、利用者が充実
した地域生活を送れ
るよう外出や余暇活
動等の支援に努め
ているか。

利用者個々のニーズを把握し、近くの公園へ散
歩、買物等を実施している。
入浴支援については、毎日実施。
季節の行事として、クリスマス、花見を行いまし
た。
余暇活動については、今後、個々のニーズを拾
い上げ、移動支援を含め検討していく予定であ
る。

⑶ 利用者が日常生活
において必要な行政
手続きや、利用者の
同意を得て行う場合
の金銭管理等の手
法について。

行政手続きは、入所施設から事業所にて実施し
ていたため、そのまま福うさぎで変わらず行って
いる。金銭管理についても法人の「預り金規程」
通り実施している。後見人とも連携をとり、利用
者に不利益にならないように手続きを行ってい
る。

⑸ 職員の質の向上に
努めているか。（研
修の実施、資格の取
得等）
また、常時の支援体
制の確保に努めてい
るか。（職員採用、離
職防止策等）

予定している・実施した研修名等
・　虐待防止研修(年2回実施）　全職員
・　キャリアパス研修　　５名（基礎　リーダー　中
堅）
・愛知県知的障害者福祉協会での研修参加
（コミュニケーション講座・大会等）

その他の取組
Eランニングを利用し、キャリア別で受講するカリ
キュラムを決め、実施している。人事考課制度
を設け、目標管理シートにてキャリアビジョンを
書面化し、上司面談を年2回実施している。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

⑵ 利用者への支援の
ために、特定相談支
援事業所や他の福
祉サービス事業者と
門密な連携、情報把
握に努めているか。

特定相談とは、半年に1回訪問面談でのモニタ
リングをお願いしている。その時に日中活動の
場の様子や本人の意向をサビ管と共に聞取り
を行い、検討が必要であれば、担当者会議を実
施している。ご本人が今までの生活と大きく変わ
らないように意見交換と情報交換を行ってきて
いる。他の福祉サービス事業所との連携につい
ては、短期入所を利用して頂く際、日中活動先
へ出向き、本人の支援について聞き取りを行
い、支援方法を学ばせていただいている。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

事業所名

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価

社会福祉法人觀寿々会　福うさぎ

1 常時の支援体制の
確保

⑴ 日中、夜間、土日
含めた常時の支援
体制が確保されて
いるか。

24時間356日支援体制は確保している。夜間帯
については、各ホーム（福うさぎⅠ　福うさぎⅡ）
に1名配置。可能な限り、男女ペアで行っていま
す。（同性介助を実施しているため、夜勤支援従
事者同士連携をとり、行っている）土日祝日も職
員を日勤帯では2名以上配置し、対応している。
看護師については、日勤帯で配置している。（正
規職員）

日中サービス支援型共同生活援助事業報告・評価シート【委員記入用】



□意見・要望あり（余白に記入）

本書のとおり評価いたします。　　　 委員氏名

6 その他、事業所か
らの報告事項

⑴ 運営内容での特徴
や成果

現在、入所施設の利用者の方が多様化してい
るため、利用者ニーズすべてに対応することが
困難となっている。その中で、高齢障害の方の
住まいとして福うさぎを開所した。高齢利用者に
あった日課、個々ニーズにあった支援の提供が
できるようになった。短期入所については、入所
施設では受入が難しい方（車椅子利用の方、強
度障害以外の方）を受入ができるように進めて
いる。重度心身障害の方に対しても少しずつ勉
強させていただき、受入を進めている。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

⑵ 課題（運営資金、人
材確保、人材育成等
運営に関して抱えて
いる課題）

利用者の方から食費、光熱水費を徴収していま
すが、物価高騰にて自己負担を増やしていかな
ければならなくなった。しかし、年金しか収入が
ない方については、生活が困窮していくため、今
後の対策は必要。事業所持ち出しも増え、利用
者の方から徴収するにも限界がある。人材確保
については、夜間や早朝勤務を職員の確保が
難しく、法人内での副業も進めている。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

7 その他 （自立支援協議会委員
用）
１～６の項目以外でご
意見がありましたら、ご
記入ください。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

4 短期入所について ⑴ 地域で生活する障害
者の緊急一時的な
宿泊の場として、緊
急受け入れを含め、
積極的な受け入れに
取り組んだか。

法人内での利用者については、緊急時の対応
方法を保護者面談にて、サビ管が確認し、確保
できていない方については、法人内の短期入所
への登録を促している。（現在、短期入所登録
が約100名程となった）緊急で新規受入の場合
は、日中サービスの状況を実際に見学させてい
ただき、支援方法等をアセスメントし、受け入れ
を行っている。ニーズがあれば、日中事業所ま
での送迎調整を行い、対応している。

□問題なし　　　　　　　□改善の必要あり
□意見・要望あり（余白に記入）

5 障害者自立支援協
議会からの評価結
果への対応につい
て

⑴ 障害者自立支援協
議会からの評価結果
を事業運営にどのよ
うに取り入れたか。

地域ニーズと捉え、出来る限り対応していきた
い。地域資源の一つとしての役割を果たせるよ
うな運営を実施していきたい。

3 地域に開かれた運
営

⑴ 家族や地域住民との
交流の機会を確保に
努めているか。

家族については、いつでも面会が可能であるこ
とをお伝えしている。地域住民との交流につい
ては、10月にみすず祭を実施。福うさぎがメイン
会場として開放し、地域の方に参加をしていた
だいた。1月には、地域連携推進会議実施した。

事業所名 社会福祉法人觀寿々会　福うさぎ

項目 評価の観点
【事業所記入欄】
具体的な内容

【自立支援協議会記入欄】
要望・助言・評価


